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一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
２
号
）

　

債
務
負
担
行
為
補
正

●
氏
家
小
学
校
・
押
上
小
学
校
・

上
松
山
小
学
校
・
南
小
学
校

　

給
食
調
理
業
務
委
託

　
　
　

２
億
４
，
９
０
０
万
円

　

主
な
歳
入
補
正

●
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
国
）

２
億
１
，
８
０
６
万
円

●
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
（
県
）

▲
３
億
５
，
０
０
０
万
円

●
前
年
度
繰
越
金

１
億
１
，
２
９
８
万
６
千
円

●
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
債

１
億
３
，
１
９
０
万
円

　

主
な
歳
出
補
正

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
募
集
事
業

２
０
０
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

１
９
９
万
６
千
円

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
推
進
事
業　

８
，
３
９
５
万
７
千
円

●
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

５
３
４
万
８
千
円

●
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

対
策
事
業

２
２
４
万
８
千
円

●
県
単
か
ん
が
い
排
水
事
業

２
，
０
０
０
万
円

●
多
面
機
能
支
払
交
付
金
事
業　
　
　

 

２
８
０
万
６
千
円

●
道
普
請
事
業　

１
６
０
万
円

　

追
加
議
案

（
１
号
）
平
成
28
年
度
橋
梁
上
部

工
事
（
市
道
Ｋ
２
０
１
２
号
）

請
負
契
約
に
つ
い
て

　

葛
城
大
橋
の
橋
梁
上
部

工
事
を
実
施
す
る
た
め
、

４
億
４
２
８
万
７
，
２
０
０
円

で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

　（
２
号
）
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
総
合
交

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
う
厨
房
設
備
一
式
に

つ
い
て
、
２
，
６
８
０
万
５
，

６
０
０
円
で
取
得
す
る
も
の
で

す
。

（
３
号
）
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
総
合
交

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
う
什
器
・
備
品
一
式
に

つ
い
て
、
３
，
９
０
９
万
６
千

円
で
取
得
す
る
も
の
で
す
。

第
３
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
２
日
か
ら
９
月
21

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
条
例
２
件
、
予
算
２
件
、
決
算
８
件
、

追
加
議
案
３
件
を
原
案
通
り
可
決
及
び
認
定
し
、
報
告

が
２
件
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
６
名
が
登
壇
し
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

会計区分 補正額 予算総額

一 般 会 計 1億5,010万2千 196億1,395万9千

特
別
会
計
国民健康保険 92万8千 50億6,458万4千

会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一 般 会 計 194億7,050万 176億5,641万 18億1,409万

特　

別　

会　

計

氏家都市計画事業上阿久津台地
土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 5億2,676万 3億9,946万 1億2,730万

公 共 下 水 道 事 業 11億6,372万 10億7,639万 8,733万

農 業 集 落 排 水 事 業 4,894万 4,475万 419万

国 民 健 康 保 険 52億7,467万 50億6,371万 2億1,096万

後 期 高 齢 者 医 療 3億6,135万 3億5,661万 474万

介 護 保 険 27億2,770万 25億8,215万 1億2,555万

特 別 会 計 総 計 100億6,314万 95億2,307万 5億4,007万

水　道　事　業
収益的収入 8億2,196万 資本的収入 5億1,231万

収益的支出 7億1,189万 資本的支出 9億 2,612万

平成28年度  補 正 予 算  の概要
 （単位：円）

平成27年度  会 計 別 決 算  の概要
 　（単位：円）

第
３
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平成28年平成28年

第第33回定例会のあらまし回定例会のあらまし

第
３
回
定
例
会

上
程
さ
れ
た

　
　
　

主
な
議
案

※千円以下を四捨五入しているため、差引額に 
誤差が生じる場合があります。

※収益的収入・支出 … 営業活動に伴う収入と支出　　※資本的収入・支出・・・水道施設の整備拡充に伴う収入と支出 道の駅きつれがわ（イメージ図）
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議
案
等
番
号

件　　　名
議
決
結
果

議 

決 

日

合計 大
河
原
千
晶

岡
村　

浩
雅

櫻
井　

秀
美

笹
沼　

昭
司

石
原　

孝
明

福
田　

克
之

小
菅　

哲
男

加
藤　

朋
子

永
井　

孝
叔

若
見　

孝
信

大
橋　

悦
男

石
岡　

祐
二

渋
井　

康
男

鈴
木　

恒
充

角
田　

憲
治

手
塚　
　

定

小
堀　

勇
人

矢
澤　
　

功
賛
成
反
対

条　
　

例

1 さくら市国民健康保険条例の一部改正について 可決 9 月 2 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 さくら市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する条例の一部改正について 可決 9 月 2 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

3 平成28年度さくら市一般会計補正予算（第2号）可決 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 平成 28年度さくら市国民健康保険特別会計補
正予算（第1号） 可決 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決　
　
　

算

５ 平成27年度さくら市一般会計決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 平成 27 年度氏家都市計画事業上阿久津台地土
地区画整理事業特別会計決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 平成 27年度さくら市公共下水道事業特別会計
決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 平成 27年度さくら市農業集落排水事業特別会
計決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 平成 27年度さくら市国民健康保険特別会計決
算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 平成 27年度さくら市後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 平成 27年度さくら市介護保険特別会計決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 平成 27年度さくら市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他
議
案

追
加
1
平成 28 年度橋梁上部工事（市道K2012号）
請負契約について 可決 9 月 2 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

追
加
２
財産の取得について（2ページ参照） 可決 9 月 2 日 14 3 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

追
加
３
財産の取得について（2ページ参照） 可決 9 月 21 日 16 1 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

追
加
議
員
案
1

「川の日を国民の祝日に定めること」を求める
意見書の提出について 可決 9 月 21 日 17 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　

告

１ 一般財団法人さくら市観光施設管理協会経営状況説明書の提出について

２ 平成27年度健全化判断比率及び資金不足比率について

会議結果・賛否の公表

平成28年  第３回定例会
　　  ※議長（永井孝叔）は採決に加わりません。

（○…賛成、●…反対、欠…欠席）

請願・陳情審議結果
区　分 件　　　名 提　出　者 審査委員会 本会議結果

陳情第６号 「川の日を国民の祝日に定めること」 
を求める意見書に関する陳情書

壬生町幸町２丁目 28番４号
川の日を国民の祝日にしよう会

会長　桑原史朗
総 務 常 任 委 員 会 採　択 全会一致

地
方
創
生
推
進
費
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
２
名
の
採

用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
選
定
要

件
は
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
言
っ
た
ウ
ェ
ブ
関

係
の
取
り
扱
い
に
習
熟
し

て
い
る
等
、
い
く
つ
か
の
要
件
を

考
え
て
い
る
。
面
接
、
職
歴
な
ど

を
勘
案
し
た
う
え
で
選
抜
し
て
い

く
。

募
集
し
た
際
の
応
募
見
込
み

は
。

現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い

が
、本
年
度
中
に
採
用
す
る
。

文
書
管
理
事
務
費
の
委
託
料

の
内
訳
は
。

文
書
の
運
搬
、
旧
喜
連
川

高
校
統
合
書
庫
へ
の
文
書

配
置
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の

デ
ー
タ
入
力
な
ど
で
あ
る
。

●
早
乙
女
桜
並
木

●
葛
城
大
橋

●
道
の
駅
き
つ
れ
が
わ

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
補
助

金
内
定
予
算
化
の
経
緯
は
。

当
初
予
算
時
は
、
県
を
経
由

す
る
補
助
金
と
し
て
事
業
に

対
す
る
最
大
限
の
補
助
額
で
申
請

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
県
を
経

由
せ
ず
に
国
庫
補
助
金
と
し
て
の

交
付
と
な
っ
た
。
ま
た
補
助
額
に

つ
い
て
は
、
国
の
精
査
に
よ
り
補

助
対
象
事
業
費
の
上
限
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

を
、
指
定
管
理
者
制
度
で
対

応
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

さ
く
ら
市
の
考
え
は
。

さ
く
ら
市
の
市
営
住
宅
入
居

戸
数
は
約
３
２
０
戸
で
あ

り
、
費
用
の
面
か
ら
見
て
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。

道
普
請
事
業
の
実
施
地
区
２

件
は
ど
こ
か
。

喜
連
川
地
区
の
寿
町
と
、　

さ
く
ら
那
須
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
南
側
で
あ
る
。

会
議
の
結
果
・
賛
否
の
公
表

　総務常任委員会

平
成
28
年
度
さ
く
ら
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

[

所
管
分]

現　

地　

調　

査

◎石原　孝明・◯櫻井　秀美・小菅　哲男・大橋　悦男・角田　憲治・小堀　勇人

総
務
常
任
委
員
会
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

　建設経済常任委員会 ◎渋井　康男・◯加藤　朋子・笹沼　昭司・永井　孝叔・鈴木　恒充・手塚　定

平
成
28
年
度
さ
く
ら
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

﹇
所
管
分
﹈

 早乙女桜並木復旧工事現場

道普請事業実施後（喜連川寿町）

道の駅きつれがわリニューアル工事現場

道普請事業実施後（さくら那須モータースクール南側）
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児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者
は

何
人
か
。

８
月
現
在
で
、
対
象
は
３
５
０

世
帯
、
そ
の
う
ち
第
１
子

３
５
０
人
、
第
２
子
１
４
０
人
、

第
３
子
以
降
が
30
人
の
合
計
５
２
０

人
で
あ
る
。

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

推
進
交
付
金
の
対
象
と
な
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
事
業
者
と

台
数
は
。

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
２

台
整
備
す
る
。

学
校
の
非
常
勤
講
師
活
用
事
業

の
臨
時
講
師
配
置
の
理
由
は
。

補
正
の
費
用
は
２
名
分
で
、

４
か
月
分
の
非
常
勤
講
師
の

配
置
費
用
で
あ
る
。
一
人
は
、
南

小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
へ
の
配

置
、
も
う
一
人
は
喜
連
川
小
学
校

の
普
通
学
級
へ
、
両
校
と
も
現
在

の
ス
タ
ッ
フ
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
も

の
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
費
等
補
助
金

は
、
平
成
30
年
度
の
国
保
広

域
化
に
向
け
た
準
備
に
係
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
平
成
30
年
度

に
広
域
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
で
は
、
保
険
税
額
・
税
率

の
一
律
化
を
進
め
て
い
る
が
、

市
町
ご
と
に
格
差
が
あ
り
現
状
で

は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
平
成
30

年
度
か
ら
は
、
県
が
財
政
運
営
の

主
体
と
な
り
、
市
町
に
対
し
て
、

そ
の
運
営
状
況
か
ら
標
準
税
率
と

納
付
金
額
が
示
さ
れ
る
。
市
町
は
、

従
前
同
様
、
保
険
証
の
資
格
管
理

等
を
行
う
と
共
に
、
新
た
に
県
が

示
し
た
標
準
税
率
を
参
考
に
保
険

税
率
を
定
め
、
保
険
税
の
賦
課
徴

収
を
行
い
、
納
付
金
を
納
め
る
こ

と
に
な
る
。

●
押
上
小
学
校

●
瀧
澤
家
住
宅
（
鐵
竹
堂
）

●
桜
ふ
れ
あ
い
の
郷

●
南
小
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー

●
た
い
よ
う
保
育
園

●
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

●
鬼
怒
川
運
動
公
園

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

平
成
28
年
度
さ
く
ら
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

﹇
所
管
分
﹈

平
成
28
年
度
さ
く
ら
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）﹇
所
管
分
﹈

　文教厚生常任委員会 ◎石岡　祐二・◯若見　孝信・大河原千晶・岡村　浩雅・福田　克之・矢澤　功

現　

地　

調　

査

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　決算審査特別委員会 ◎手塚　定・○渋井康男・議員 16 名

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
９
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
、
議
場
に
お
い
て
委
員
全
員
出
席
の
も
と
、
委
員
長
に
手
塚　

定

委
員
、
副
委
員
長
に
渋
井　

康
男
委
員
が
就
任
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
と
な
っ
た
議
案
は
審
査
が
終
了
し
た
時
点
で
、
議
案
ご
と
に
採
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

質
疑
内
容
は
、
紙
面
の
関
係
上
、
一
部
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

※
１
自
主
財
源　

市
税
や
繰
入
金
な
ど
市
が
独
自
に
調
達
で
き
る
も
の
。

※
2
依
存
財
源　

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

押上小学校

腰補助用介護ロボット（イメージ）
出展：（公財）テクノエイド協会ＨＰ内
 　　  「介護ロボット等機器情報」

瀧澤家住宅（鐵竹堂）利活用事業

桜ふれあいの郷たいよう保育園

市税33.5％
65億 2,509 万円

繰越金6.6％
12億 9,379 万円

諸収入4.3％
8億 2,777 万円

分担金・使用料等4.8％
9億 4,133 万円

地方交付税14.4％
28億 188万円

国庫支出金13.4％
26億 242万円

市債 10.3％
20億 1,370 万円

その他6.6％
12億 8,385 万円

県支出金6.1％
11億 8,067 万円

※1　　　　　
自主財源49.2％
95億 8,798 万円

※2　　　　　
依存財源50.8％
98億 8,252 万円

民生費31.0％
54億 6,700 万円

土木費10.9％
19億 2,358 万円

公債費10.5％
18億 6,304 万円

教育費15.0％
26億 5,741 万円

商工費6.2％
10億 9,271 万円

総務費10.5％
18億 4,876 万円

その他1.2％
2億 945万円

農林水産業費2.9％
5億 870万円

消防費5.4％
9億 5,223 万円

衛生費6.4％
11億 3,353 万円

平成27年度一般会計決算の状況
194億7,050万円

176億5,641万円

歳 入

歳 出
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・
歳
入
決
算
額

　

１
９
４
億
７
，
０
５
０
万
円

・
歳
出
決
算
額

　

１
７
６
億
５
，
６
４
１
万
円

・
差
引
額

　
　

１
８
億
１
，
４
０
９
万
円

・
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

　
　
　

４
億
２
，
１
０
８
万
円

・
実
質
収
支
額

　
　

１
3
億
９
，
３
０
１
万
円

・
歳
入
決
算
額

　

１
０
０
億
６
，
３
１
４
万
円

・
歳
出
決
算
額

　
　

９
５
億
２
，
３
０
７
万
円

・
差
引
額

　
　
　

５
億
４
，
０
０
７
万
円

・
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

　
　
　
　
　

３
，
１
３
４
万
円

・
実
質
収
支
額

　
　
　

５
億　
　

８
７
３
万
円

・
差
引
額

　
　

２
３
億
５
，
４
１
６
万
円

・
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

　
　
　

４
億
５
，
２
４
２
万
円

・
実
質
収
支
額

　
　

１
９
億　
　

１
７
４
万
円

【
収
益
的
収
支
】

・
収
入
決
算
額

　
　
　

８
億
２
，
１
９
６
万
円

・
支
出
決
算
額

　
　
　

７
億
１
，
１
８
９
万
円

・
差
引
額

　
　
　

１
億
１
，
０
０
７
万
円

【
資
本
的
収
支
】

・
収
入
決
算
額

　
　
　

５
億
１
，
２
３
１
万
円

・
支
出
決
算
額

　
　
　

９
億　
　

６
１
２
万
円

・
差
引
額

　
　

▲
３
億
９
，
３
８
１
万
円

（
差
引
額
の
不
足
分
は
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
填
）

交
通
安
全
施
設
整
備
管
理
事

業
の
予
算
は
、
新
設
・
修
繕

を
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
た

の
か
。カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
規
17
件
、

修
繕
14
件
、
路
面
標
示
１
，

６
０
０
ｍ
を
過
去
の
申
請
件
数
等
で

見
込
ん
だ
。平
成
27
年
度
の
実
績
は
、

新
設
６
件
、
修
繕
８
件
、
路
面
標
示

が
２
８・
４
ｍ
で
あ
っ
た
。

生
活
路
線
バ
ス
補
助
事
業
の

対
前
年
に
対
す
る
減
額
の
理

由
は
。フ

ィ
オ
ー
レ
線
、
馬
頭
線
と

も
に
燃
料
費
の
軽
油
単
価
の

下
落
に
よ
る
も
の
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
事

業
の
予
算
執
行
率
の
低
い
理

由
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
へ
の
影

響
は
。執

行
率
の
低
い
理
由
は
、
国

の
運
用
テ
ス
ト
が
本
年
７
月

に
ず
れ
込
み
、
平
成
28
年
度
に
繰

越
明
許
と
し
た
た
め
。
交
付
の
影

響
は
、
本
事
業
は
シ
ス
テ
ム
の
改

修
と
機
能
強
化
に
向
け
て
の
対
策

で
あ
り
、
カ
ー
ド
の
交
付
自
体
に

は
影
響
が
な
い
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
の
接
種
予
定

数
と
執
行
率
の
低
い
理
由
は
。

接
種
対
象
者
は
、
１
回
目
が

６
，
７
９
５
人
、
２
回
目
が

５
，
４
７
０
人
で
あ
る
。
執
行
率

が
低
い
の
は
、
予
算
計
上
の
際
、

過
去
の
助
成
自
治
体
の
接
種
率
を

参
考
と
し
た
が
、
本
市
で
は
低
い

接
種
率
と
な
っ
た
た
め
。

き
ぬ
の
里
霊
園
の
販
売
状
況

は
。

全
体
の
４
８
０
区
画
中
、
公

募
を
開
始
し
た
平
成
26
年
度

に
１
７
７
区
画
、
平
成
27
年
度
39

区
画
、
合
計
２
１
６
区
画
の
使
用

許
可
を
し
て
い
る
。

利
用
状
況
調
査
推
進
事
業
で
、

遊
休
農
地
の
実
数
と
今
後
の

方
策
は
。

平
成
27
年
度
は
農
地
面
積

５
，
３
５
６
ｈ
ａ
に
対
し
、

遊
休
農
地
は
２
４
．
９
５
ｈ
ａ
で
、

今
後
は
、
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、

遊
休
農
地
の
所
有
者
に
、
利
用
意

向
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
の
内

容
に
よ
っ
て
進
め
て
い
く
。

さ
く
ら
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業

の
認
証
数
の
目
標
と
年
度
計

画
は
。平

成
27
年
度
は
、
14
品
目
の

応
募
が
あ
っ
た
が
、
審
査
会

の
結
果
、
採
用
が
な
か
っ
た
。
毎

年
１
回
審
査
会
を
開
催
し
、
多
く

の
商
品
が
さ
く
ら
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
採
用
さ
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の

対
象
世
帯
数
と
利
用
が
進
ま

な
い
理
由
は
。

住
宅
総
数
約
１
万
５
，
２
２
０

戸
の
う
ち
、
耐
震
改
修
を
必

要
と
す
る
住
宅
戸
数
は
、
約
２
，

９
３
０
戸
と
推
計
さ
れ
る
。
利
用
が

進
ま
な
い
の
は
、
耐
震
改
修
を
行

わ
な
い
で
、
建
て
替
え
を
選
択
す

る
場
合
と
、
耐
震
改
修
、
建
て
替

え
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

で
、
計
画
を
先
送
り
に
し
て
い
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。

自
治
公
民
館
事
業
の
実
績
と

執
行
率
の
低
か
っ
た
理
由
は
。

実
績
に
つ
い
て
は
、
12
回
の

講
座
と
公
民
館
ま
つ
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
執
行
率

が
低
い
の
は
、
で
ま
え
学
び
塾
に

登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

の
活
用
と
、
公
民
館
職
員
が
講
師

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
単

年
度
収
支
が
赤
字
の
理
由
は
。

国
保
税
の
税
率
改
正
、
少
子

高
齢
化
等
の
影
響
に
よ
る
被

保
険
者
の
減
少
に
よ
る
保
険
税
収

の
減
収
と
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る

療
養
給
付
費
等
負
担
金
な
ど
が
精

算
に
よ
り
前
年
度
超
過
交
付
と
な

り
、
返
還
金
が
発
生
し
た
た
め
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

カーブミラー新設

一
般
会
計
決
算

　
　
『
実
質
収
支
は
黒
字
』

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別

会
計
の
決
算
合
計
差
引
額

水
道
事
業
会
計
決
算

６
つ
の
特
別
会
計
決
算
合
計

（
企
業
会
計
を
除
く
）
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本
市
の
合
計
特
殊
出
生

率
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。さ

く
ら
市
の
平
成
20
年

か
ら
24
年
の
５
ヵ
年
間

平
均
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

１・
６
３
で
、
単
年
度
で
は
平

成
24
年
が
１・
６
９
、
平
成
25

年
が
１・
５
７
、
平
成
26
年
が

１・
７
１
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
26
年
で
比
較
す
る
と
、
栃
木

県
内
１
位
を
維
持
し
、
栃
木
県

全
体
で
の
１・
４
６
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
き
ぬ
の
里
等

へ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
転
入
者

が
多
い
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
、
女
性
１
人
あ
た
り
２
・

０
７
人
が
必
要
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
厚
生
労

働
省
の
基
準
に
基
づ
く

と
「
待
機
児
童
」
は
何
名
か
。

４
月
１
日
時
点
で
、
１

歳
児
４
名
、
３
歳
児
２

名
の
計
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
入
園
で
き
る
保
育
園
が

あ
っ
て
も
、
入
園
せ
ず
空
を

待
つ
児
童
を
「
隠
れ
待
機
児

童
」
と
い
う
。
本
市
で
は
、

１
園
の
み
を
希
望
し
、
空
を

待
っ
て
い
る
２
歳
児
が
１
名
、

第
３
希
望
ま
で
希
望
し
、
空

を
待
っ
て
い
る
１
歳
児
が
１

名
の
計
２
名
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
生
涯
学
習
施
設

に
お
い
て
、
子
育
て
中
の
女

性
が
託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

気
軽
に
利
用
で
き
る
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

図
書
館
で
は
、
乳
幼
児

を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
の

時
間
帯
を
設
け
、
子
育
て
中

の
保
護
者
が
気
軽
に
来
館
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
図
書
館
に
出
向
か
な
く

て
も
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
読
み
聞
か
せ
機
能

付
き
の
動
く
絵
本
や
、
画
像

の
浮
き
出
る
３
Ｄ
図
鑑
な
ど

幅
広
い
分
野
の
電
子
書
籍
の

提
供
を
し
て
い
る
。

　

公
民
館
で
行
う
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
毎
年
８
月
に
、
各
種
体

験
等
を
通
し
て
夏
の
思
い
出
を

提
供
す
る
「
家
族
フ
ェ
ス
タ
」

を
行
い
、
子
育
て
中
の
女
性
に

配
慮
し
た
授
乳
室
機
能
を
兼
ね

備
え
た
部
屋
を
設
置
し
、
安
心

し
て
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
本
市
の
取

り
組
み
状
況
は
。

「
高
齢
者
等
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
警

察
や
消
防
、
市
内
の
新
聞
販

売
店
や
牛
乳
配
達
店
等
の
事

業
所
等
と
締
結
し
、
高
齢
者

等
の
異
変
に
気
付
い
た
場
合
、

速
や
か
に
市
に
連
絡
す
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
公
共
機
関
等
と

の
協
力
体
制
と
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

地
域
で
社
会
的
援
護
を

必
要
と
す
る
人
を
見

守
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
を
張
り

巡
ら
せ
、
見
守
り
活
動
に
関

す
る
協
定
事
業
所
を
さ
ら
に

増
や
す
な
ど
、
よ
り
重
層
的

な
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
。

人
員
配
置
に
お
け
る
事

業
継
続
、
事
業
内
容
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
。

各
所
属
に
お
い
て
、
事

業
の
優
先
度
に
応
じ
た

取
捨
選
択
等
に
よ
り
、
限
ら

れ
た
人
的
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
本
市
の
重
点
課
題
の

解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

再
任
用
職
員
の
配
置
根

拠
は
。

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
、

原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で

培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

せ
る
所
属
へ
の
配
置
を
す
る
。

短
時
間
勤
務
は
、
施
設
管
理

業
務
の
ほ
か
、
選
挙
、
統
計

調
査
、
記
念
事
業
等
の
短
期

的
に
業
務
増
が
見
込
ま
れ
る

所
属
へ
の
配
置
を
基
本
と
し

て
い
る
。

国
、
県
、
民
間
企
業
等
と

の
人
事
交
流
の
考
え
は
。

企
業
誘
致
や
道
の
駅
き

つ
れ
が
わ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
に
お
け
る
支
援
業
務

等
の
よ
う
に
、
民
間
企
業
か

ら
当
該
分
野
に
精
通
し
た
人

材
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
当

分
の
間
は
力
を
借
り
て
、
併

せ
て
人
事
交
流
等
に
よ
り
人

材
育
成
を
進
め
て
い
く
。

地
域
担
当
職
員
配
置
の

考
え
は
。

地
域
の
自
主
性
の
尊
重
、

行
政
事
務
協
力
員
制
度

の
趣
旨
、
市
政
運
営
の
バ
ラ

ン
ス
等
考
慮
し
、
ま
ず
は
、

制
度
の
課
題
把
握
や
情
報
収

集
に
努
め
る
。

　一般質問 ここが聞きたい

さ
く
ら
市
見
守
り
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
事
業
に
つ
い
て

よ
り
重
層
的
な
見
守
り
ネ
ッ
ト
の

構
築
を
図
っ
て
い
く

さ
く
ら
市
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　一般質問 ここが聞きたい

若見　孝信
　　　　 議員

子
育
て
の
女
性
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

各
種
子
育
て
支
援
策
の
更
な
る
充
実一

般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

福田　克之
　　　　 議員

さ
く
ら
市
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

その他の質問その他の質問

人
口
減
少
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

見守り隊ステッカー

あかちゃんタイム案内ポスター
（市内図書館） 赤ちゃんほっとスペース（家族フェスタ開催時）

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い
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次
世
代
に
向
け
て
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

導
入
を
考
え
て
い
く
べ
き
と

思
う
が
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、

経
済
産
業
者
や
総
務
省

に
よ
り
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
栃
木
県
に
お
い
て
も

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
、

電
力
自
給
率
の
向
上
を
目
標

と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

さ
く
ら
市
は
、
環
境
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、
及
び
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
明

記
し
、
市
の
環
境
に
あ
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
推

進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
松
島
地
区

に
お
い
て
太
陽
光
発
電
設
備

を
全
世
帯
へ
導
入
し
、
住
宅

で
の
電
力
自
給
率
が
約
50
％

と
な
り
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
ま
た
市
内
の
事
業

所
で
は
、
耕
作
放
棄
地
で
イ

ネ
科
の
植
物
の
エ
リ
ア
ン
サ

ス
を
栽
培
し
、
そ
れ
を
原
料

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
ペ
レ
ッ

ト
を
製
造
し
、
も
と
ゆ
温
泉

に
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
設
置

を
進
め
て
い
る
。

自
転
車
の
交
通
安
全
対

策
、
特
に
中
学
生
の
登

下
校
時
の
安
全
対
策
は
。

毎
朝
の
中
学
生
の
登
校

時
に
交
通
指
導
員
に
よ

る
「
立
哨
指
導
」、
ま
た
原
則

毎
週
水
曜
日
に
、
教
職
員
が

通
学
路
に
立
ち
、
現
地
で
直

接
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
高
齢
者
に
力
を
入
れ

交
通
教
育
指
導
員
に
よ
る
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
交
通
安
全
推
進
委

員
会
と
、
校
長
会
の
代
表
も

加
わ
り
、
登
下
校
時
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
に
重
点
を
置
い
た
啓

発
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

本
市
の
家
庭
系
可
燃
ご

み
に
お
け
る
食
品
残
渣

（
生
ご
み
）
の
割
合
及
び
排
出

量
、
削
減
へ
の
取
り
組
み
は
。

平
成
27
年
度
の
市
民
ひ

と
り
１
日
当
た
り
の

家
庭
系
可
燃
ご
み
量
は
、
約

４
８
１
グ
ラ
ム
で
、
生
ご
み

は
約
50
グ
ラ
ム
。
処
理
に
は
、

約
50
円
が
か
か
る
。
生
ご
み

は
約
70
％
が
水
分
な
の
で
、

生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
の
購
入
に
対
す
る
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
今

後
も
循
環
型
社
会
の
形
成
を

推
進
す
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
品

残
渣
の
排
出
量
及
び
削
減

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
内
給
食
施
設
合
計
は
、

昨
年
度
1
年
間
で
約

３
４
，
７
０
０
㎏
、
処
分
料

金
が
１
１
２
万
円
。
児
童
生

徒
1
人
あ
た
り
年
間
約
８・
８

㎏
、
処
分
費
用
が
２
８
４
円
。

（
野
菜
の
ヘ
タ
な
ど
、残
菜
も
含
）

　

主
に
小
学
校
で
、
給
食
開

始
10
分
間
は
集
中
し
食
事
を

す
る
「
１
０
（
い
ち
ま
る
）

運
動
：
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」

を
実
践
。
そ
れ
で
も
残
渣
に

な
る
も
の
は
、
堆
肥
化
処
理

す
る
業
者
と
契
約
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
目
標
の

策
定
に
つ
い
て
。

国
に
お
い
て
、
平
成
26
年

７
月
に
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た

な
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
市

町
村
へ
の
目
標
と
方
向
性
が
示

さ
れ
た
段
階
で
設
定
す
る
。

３※

０
１
０
（
さ
ん
ま
る

い
ち
ま
る
）
運
動
の
推

進
に
つ
い
て
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
広
報

紙
等
を
利
用
し
、
市
民

や
事
業
者
等
へ
こ
の
運
動
を
積

極
的
に
啓
発
し
て
い
く
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
に
つ
い
て
。

本
年
度
よ
り
検
討
を
は

じ
め
、
今
後
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
検
討
状
況

及
び
導
入
に
つ
い
て
。

今
秋
導
入
の
「
避
難
行

動
要
支
援
者
シ
ス
テ
ム
」

が
、「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

と
同
等
の
利
用
が
見
込
め
る

為
、
今
後
の
災
害
対
応
に
積

極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

今
後
も
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
及

び
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

　一般質問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

ガイドブック

さん まる いち まる

宴 会 の は じ め と 終 わ り は 席 で 食 事 を ！

ACTION

S
T
A
R
T3
0m
in

  L
AS
T10min  KEEP ECO SAG

A
-C
IT
Y

司会の仕方

はじめの挨拶

おわりの挨拶

本日は、食への感謝やもったいないという気持ちをもって、
みんなで 3010運動を実践したいと思います。開始30分
間と終了１０分前には席を離れずに料理をお楽しみいただ
きたいと思います。

終了10分前

それでは終了１０分前になりました。席に戻られ食事を
お楽しみいただきたいと思います。

30分後

それでは30分たちましたのでご自由に親睦を深められて
けっこうです。終了１０分前には今一度声をかけますので、
席に戻られお食事をお楽しみいただきたいと思います。

10分後

交通安全教室（氏家中学校）

エリアンサス（ペレットの原料）

3010（さんまるいちまる）運動

加藤　朋子
　　　　 議員

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
は

ス※

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
取
組
み
を

環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
る

　一般質問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

岡村　浩雅
　　　　 議員

第
24
回
参
議
院
通
常
選
挙
総
括
及
び

今
後
の
各
種
選
挙
に
向
け
て

※
３
０
１
０
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）
運
動

　

会
食
、
宴
会
時
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
運
動
の
こ
と
。
食
品
ロ

ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

1　

注
文
の
際
に
適
量
を
注
文
す
る
。

2　

乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立
た
ず
料
理
を
楽
し
む
。

3　

お
開
き
前
10
分
間
は
自
分
の
席
に
戻
っ
て
、
再
度
料
理
を
楽

し
む
。

※
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

地
域
に
適
し
た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
果
的
に
作

り
、
蓄
電
し
な
が
ら
需
要
に
応
じ
て
賢
く
使
う
ま

ち
づ
く
り
の
こ
と
。

その他の質問
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20
年
の
新
学
習
指
導
要

領
実
施
に
向
け
て
の
英

語
指
導
教
員
の
確
保
は
。

現
在
７
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

各
学
校
１
人
、
大
規
模

校
に
複
数
配
置
す
る
ほ
か
、

小
学
校
英
語
教
育
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
加
配
や
小
学
校
学
級

担
任
の
英
語
指
導
力
向
上
の

た
め
の
養
成
研
修
の
実
施
等

を
行
っ
て
い
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
英
語
教
育
と
合
わ

せ
て
、
Ｐ※

Ｙ
Ｐ
か
ら
始
め
る

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
提
唱
す

る
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
た

教
育
実
践
を
進
め
る
考
え
は
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

道
の
駅
き
つ
れ
が
わ
の

工
事
に
関
し
て
旧
施
設

解
体
に
伴
う
手
続
き
は
。

4
月
１
日
付
で
財
産
処

分
報
告
申
請
を
行
い
、

関
東
農
政
局
に
受
理
し
て
も

ら
い
、
そ
の
後
の
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
支
障
を
来
た
す

こ
と
は
な
い
。 

回
遊
性
を
持
た
せ
た
観

光
拠
点
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
。

に
ぎ
わ
い
と
回
遊
性
を

持
た
せ
る
た
め
に
、
今

後
取
り
組
ん
で
い
く
。

平
成
27
年
第
２
回
の
一

般
質
問
で
、
こ
の
土
地

賃
貸
借
契
約
の
状
況
を
確
認

し
、
84
件
、
約
２
、８
０
０
万

円
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、

そ
の
後
の
改
善
状
況
は
。

平
成
27
年
度
末
で
は
件

数
で
３
件
の
減
、
金
額

で
２
５
３
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

当
初
予
算
及
び
補
正
予

算
要
求
に
あ
た
り
、
ど

の
よ
う
な
方
法
が
取
ら
れ
る
の

か
。

各
所
属
は
11
月
上
旬
ま

で
に
予
算
要
求
シ
ス
テ

ム
に
入
力
、
11
月
か
ら
12
月

に
一
次
査
定
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

12
月
下
旬
に
は
副
市
長
、
総

務
部
長
に
よ
る
二
次
査
定
を

行
い
、
内
示
を
各
課
に
通
知

す
る
。
そ
の
後
、
各
所
属
予

算
の
復
活
要
望
後
三
次
査
定

の
市
長
査
定
に
よ
り
、
当
初

予
算
が
決
定
す
る
。

　

当
初
予
算
の
編
成
で
は
、

歳
入
歳
出
の
乖か
い

離り

が
約
27
億

円
あ
っ
た
が
、
健
全
な
財
政

運
営
や
将
来
の
世
代
に
負
担

を
残
さ
な
い
予
算
編
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
当

初
予
算
成
立
後
に
発
生
し
た

事
由
に
よ
り
、
執
行
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
編
成
す
る

が
、
基
本
は
当
初
予
算
編
成

と
同
様
で
あ
る
。

市
内
の
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
進
学
状
況
で
、

学
区
を
超
え
た
進
学
特
例
は

認
め
ら
れ
て
い
る
か
。

さ
く
ら
市
小
中
学
校
就

学
指
定
学
校
変
更
及
び

区
域
外
就
学
の
許
可
に
関
す

る
要
綱
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

許
可
基
準
と
し
て
、
市
内
転

居
、
留
守
家
庭
、
家
庭
事
情
、

地
理
的
理
由
、
身
体
的
理
由
、

特
別
支
援
学
級
入
級
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
、
指
定
学
校

変
更
児
童
の
中
学
入
学
、
指

定
学
校
変
更
児
童
生
徒
の
兄

弟
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
よ

る
教
育
的
な
配
慮
が
必
要
な

場
合
等
が
あ
る
。

認
め
ら
れ
る
場
合
協
議

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
ど
の
程
度
把

握
し
て
い
る
か
。

毎
月
行
わ
れ
て
い
る
教

育
委
員
会
定
例
会
で
審

議
し
て
い
る
。

　

ま
た
こ
の
審
議
に
関
し
て

は
、
個
人
情
報
の
た
め
㊙
事

項
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
秘

密
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

氏
家
中
学
校
と
喜
連
川

中
学
校
の
特
色
は
。

氏
家
中
学
校
は
県
内
1

番
の
マ
ン
モ
ス
校
で
、

運
動
部
部
活
動
の
全
国
大
会

出
場
が
多
い
中
学
校
で
あ
る
。

　

喜
連
川
中
学
校
は
、
小
中

一
貫
的
な
教
育
を
し
て
い
る
。

大河原 千晶
　　　　 議員

当
初
予
算
、
補
正
予
算
に
つ
い
て

将
来
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
予
算
編
成

に
取
り
組
む

市
内
小
中
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

　一般質問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

太
陽
光
施
設
に
よ
り
、

観
光
の
拠
点
と
し
て
景

観
を
損
な
う
場
合
が
想
定
さ

れ
、
許
可
条
例
を
つ
く
っ
て

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

景
観
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
も
出
て
く
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
景
観
条
例
の
策

定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教
育

改
革
と
国※

際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
つ
い
て

学
級
担
任
の
研
修
の
強
化
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
の
拡
大

さ
く
ら
市
自
然
環
境
と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

設
置
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
許
可
条
例
に
つ
い
て

さ
く
ら
市
が
土
地
賃
貸

契
約
し
て
い
る
状
況
に

つ
い
て

喜
連
川
地
区
の
観
光
拠
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　一般質問 ここが聞きたい

一
般
質
問　

こ
こ
が
聞
き
た
い

櫻井　秀美
　　　　 議員

※
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
（
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
が
進
め
る
世

界
共
通
の
大
学
入
試
資
格
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
小
、
中
、
高

校
生
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、「
多
文
化
に
対
応
す
る
理
解

と
尊
敬
を
通
じ
て
、
平
和
で
よ
り
良
い
世
界
の
実
現
の
た
め

に
貢
献
す
る
、
探
求
心
、
知
識
、
思
い
や
り
の
あ
る
若
者
育

成
を
目
的
」
と
し
た
教
育
に
な
っ
て
い
る
。

※
Ｐ
Ｙ
Ｐ

、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
、
イ
ヤ
ー
ズ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
略
。

　

3
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
の
、
初
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
3
歳
か
ら
12
歳
ま
で
が
対
象
。
探
求
す
る
人
と
し
て
の

基
礎
教
育
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
知
力
、
体
力
、
精
神
力
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
人
間
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
６
つ
の

テ
ー
マ
を
柱
と
し
た
教
育
融
合
型
の
教
育
。
２
０
１
５
年
11

月
現
在
、
世
界
で
１
，
３
２
７
校
。
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さ
く
ら
市
議
会
報
告
会
を
開
催

さ
く
ら
市
議
会
報
告
会
を
開
催

さくら市議会報告会を開催

アンケートの結果

提言書の提出

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57名の方に参加いただきました。57名の方に参加いただきました。
平成 28 年 8月23日（火）平成 28 年 8月23日（火）

喜連川公民館にて「議会報告会2016」を開催いたしました喜連川公民館にて「議会報告会2016」を開催いたしました。。

平成 28 年 9月21日（水）平成 28 年 9月21日（水）
市民から寄せられた声を市政に反映させるよう、市長へ提言書の提出を行いました。市民から寄せられた声を市政に反映させるよう、市長へ提言書の提出を行いました。

議会報告会の情報入手先（複数回答） 議会の情報入手先（複数回答）

議会だよりを読んでいるか議会報告会の満足感

来場者の性別 来場者の年代

議会だより
17％ 議会ホームページ

10％
広報さくら
27％

友人・知人 6％

回覧板
33％

その他
7％

男 性
95％

読んでいる
87％

満 足
17％ 不満足10％

無回答
35％

どちらでもない
38％

読んでいない
13％

50代
34％

60代
33％

70代以上
29％

40代
4％

30代
 0％

女 性
5％

議会だより
62％

その他
5％

特になし8％
議会の傍聴
7％

市のホームページ
18％
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塩
谷
管
内
市
町
（
矢
板・

塩
谷
・
さ
く
ら
・
高
根
沢
）

で
開
催
す
る
議
長
会
議
へ

出
席
し
、
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

県
内
市
議
会
で
開
催
す

る
議
長
会
議
へ
出
席
し
、

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
市
議
会

議
員
に
対
し
て
実
施
さ
れ

る
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

県
北
五
市
（
大
田
原
・

矢
板・那
須
塩
原・さ
く
ら・

那
須
烏
山
）
で
構
成
す
る

議
長
会
議
を
開
催
し
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

●
民
生
委
員
推
薦
会

 

（
委
員
選
出
）

　

８
月
18
日

　

・
笹
沼　

昭
司　

議
員

　

・
鈴
木　

恒
充　

議
員

●
決
算
審
査

　

７
月
19
・
20
・
22
・

25
・
26
日
、
８
月
３
日

　

・
鈴
木　

恒
充　

議
員

●
全
国
都
市

　

監
査
委
員
会
総
会

　

８
月
25
〜
26
日

　

・
鈴
木　

恒
充　

議
員

●
例
月
現
金
出
納
検
査

　

８
月
29
日
、
９
月
26
日　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
鈴
木　

恒
充　

議
員

　 議
会
レ
ポ
ー
ト
・
議
会
の
動
き

議会レポート

塩
谷
市
町
村
議
長
会
議

  

平
成
28
年
７
月
8
日

９
月
29
日

県
市
議
会
議
長
会
議

平
成
28
年
７
月
26
日

県
北
五
市
議
長
会
議

平
成
28
年
８
月
26
日

監　

査

各
種
委
員
会
出
席

7
月

1
日　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

5
日　

視
察
受
入
（
高
根
沢
町
議
会
運
営
委
員
会
）

6
日　

塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会
臨
時
会

7
日　

議
会
広
報
委
員
会

8
日　

塩
谷
市
町
村
議
会
議
長
会
議

11
日　

議
会
運
営
員
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

第
1
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

氏
家
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

12
日　

建
設
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
14
日
ま
で
）

15
日　

栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議
長
会
議
・
議
員
研
修
会

16
日　

第
66
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
子
供
・
い

き
い
き
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

氏
家
商
工
ま
つ
り

19
日　

塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
21
日
ま
で
）

　
　
　

決
算
審
査
（
19
日
・
20
日
・
22
日
・
25
日
・
26
日
・

8
月
3
日
）

20
日　

平
成
28
年
度
さ
く
ら
地
区
防
犯
協
会
総
会

25
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
（
26
日
ま
で
）

28
日　

県
議
会
県
土
整
備
委
員
会
現
地
調
査

30
日　

喜
連
川
神
社
例
大
祭
式
典
・
夏
祭
り
百
物
揃
行
列

8
月

1
日　

議
会
広
報
委
員
会
行
政
視
察
（
高
根
沢
町
）

2
日　

栃
木
県
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

6
日　

喜
連
川
公
方
資
料
館
・
惇
氏
記
念
館
開
館
式

　
　
　

古
河
市
交
流
都
市
首
長
議
長
懇
談
会

　
　
　

第
11
回
古
河
市
花
火
大
会

15
日　

さ
く
ら
市
き
つ
れ
が
わ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
花
火
大
会
２
０
１
６

18
日　

さ
く
ら
市
民
生
委
員
推
薦
会

20
日　

第
12
回
さ
く
ら
市
学
童
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会

　
　
　

開
会
式

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

　
　
　

議
会
報
告
会
２
０
１
６

25
日　

全
国
都
市
監
査
委
員
会
総
会
（
26
日
ま
で
）

26
日　

県
北
五
市
議
長
会
議

28
日　

栃
木
県
・
さ
く
ら
市
総
合
防
災
訓
練

29
日　

塩
谷
広
域
行
政
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

9
月

2
日　

第
3
回
定
例
会
開
会

　
　
　

議
会
報
告
会
検
討
委
員
会

3
日　

鯉
放
流
イ
ベ
ン
ト

5
日　

第
3
回
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　

議
会
報
告
会
運
営
会
議

6
日　

第
3
回
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

7
日　

第
3
回
定
例
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
総
務
）

8
日　
第
3
回
定
例
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
文
教
厚
生
）

9
日　
第
3
回
定
例
会
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
建
設
経
済
）

13
日　

第
3
回
定
例
会
建
設
経
済
常
任
委
員
会

14
日　

第
3
回
定
例
会
総
務
常
任
委
員
会

15
日　

第
3
回
定
例
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

18
日　

鈴
木
賢
一
氏
黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

第
3
回
定
例
会
閉
会

22
日　

氏
家
幼
稚
園
運
動
会

23
日　

第
9
回
さ
く
ら
市
議
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

24
日　

東
洋
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
学
院　

学
院
祭

　
　
　

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

26
日　

例
月
出
納
検
査

27
日　

第
12
回
さ
く
ら
市
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

29
日　

塩
谷
市
町
村
議
会
議
長
会

議
会
の
動
き

行
政
視
察
研
修
報
告
書

　　　行政視察研修報告 総務常任委員会

●
平
成
28
年

　

７
月
19
日
、
20
日
、
21
日

●
北
海
道
苫
小
牧
市

●
北
海
道
千
歳
市

●
北
海
道
洞
爺
湖
町　

●
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
Ｃ

Ａ
Ｐ
）
に
つ
い
て

●
「
防
災
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
・
そ
な
え
〜
る
」

に
つ
い
て

●
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
は
７

月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
行
政
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

○
北
海
道
苫
小
牧
市

　

苫
小
牧
市
を
視
察
し
、

「
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
で
は
、
中
心
市

街
地
の
空
洞
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、

・
に
ぎ
わ
い
の
創
出

・
公
共
交
通
の
利
便
性

・
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

の
３
つ
の
柱
を
軸
に
、
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
交
通
弱
者
の
移
動
確

保
、
居
住
環
境
整
備
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
住
民

が
散
策
・
利
用
で
き
る
施
設

の
整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

働
く
世
代
の
居
住
を
促

し
、
高
齢
者
に
は
住
み
や
す

い
場
所
を
提
供
す
る
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
手
本
と
し
て
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

○
北
海
道
千
歳
市

　

千
歳
市
を
視
察
し
、「
防
災

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
・
そ
な

え
〜
る
」
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　

千
歳
市
で
は
国
の
補
助

制
度
を
利
用
し
、
平
成
22
年

に
同
セ
ン
タ
ー
を
開
館
し

ま
し
た
。
市
民
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
防
災
関
係
機
関
が

連
携
し
、
防
災
学
習
や
防
災

訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と

で
互
い
の
理
解
を
深
め
る

ほ
か
、
防
災
学
習
・
災
害
模

擬
体
験
を
通
じ
、
自
助
や
共

助
、
公
助
に
つ
い
て
学
び
、

防
災
に
対
す
る
関
心
・
意
識

づ
け
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
１
４
８
あ

る
町
内
会
の
73
％
が
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
お

り
、
う
ち
36
の
町
内
会
に
は

防
災
資
機
材
を
貸
与
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
防
災

意
識
が
非
常
に
高
い
も
の
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

○
北
海
道
洞
爺
湖
町

　

洞
爺
湖
町
を
視
察
し
、
防

災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
町
は
、
30
年
周
期

で
有
珠
山
の
噴
火
災
害
を

経
験
、
ま
た
山
間
部
を
多
く

抱
え
沿
岸
部
に
も
隣
接
す

る
こ
と
か
ら
、
噴
火
・
土
砂
・

津
波
対
策
と
い
っ
た
総
合

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
地
域
住
民
と
の
深
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
防
災
体
制
の

基
本
」と
捉
え
て
お
り
、ハ
ー

ド
面
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

各
種
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
、

よ
り
実
践
的
な
避
難
訓
練
に

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

を
迎
え
る
全
国
の
自
治
体

が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
、

ま
た
災
害
に
対
す
る
備
え

や
対
応
な
ど
、
さ
く
ら
市
と

し
て
今
ま
さ
に
取
り
組
ん

で
行
く
べ
き
事
業
の
参
考

と
な
る
、
大
変
貴
重
で
有
意

義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

期　
　
　

日

視　

察　

先

研 

修 

内 

容

県北五市議長会議（さくら市）

研修風景（苫小牧市）

地震体験（千歳市）
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行
政
視
察
研
修
報
告
書

行
政
視
察
研
修
報
告
書

　　　行政視察研修報告 建設経済常任委員会　　　行政視察研修報告 議会運営委員会

●
平
成
28
年

　

７
月
12
日
、
13
日
、
14
日

●
高
知
県
高
知
市

●
広
島
県
福
山
市

●
山
口
県
宇
部
市

●
中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

●
里
山
里
地
の
再
生
・
保
全

事
業
に
つ
い
て

●
う
べ
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ
ズ

ム
創
出
事
業
に
つ
い
て

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会

は
、
平
成
28
年
７
月
12
日
〜

14
日
の
３
日
間
の
日
程
で
、

県
外
行
政
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

○
高
知
県
高
知
市

　

高
知
市
の
中
心
市
街
地

は
、
大
規
模
ス
ー
パ
ー
が
撤

退
し
た
の
を
境
に
空
き
店
舗

が
急
速
に
増
加
し
、
市
街
地

の
人
口
も
著
し
く
減
少
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
高

知
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
１
．
中

心
市
街
地
居
住
人
口
の
減

少
、
２
．
魅
力
低
下
に
伴
う

来
街
者
の
減
少
、
３
．
賑
わ

い
（
回
遊
）
の
低
下
を
解
消

す
る
た
め
、
国
、
県
、
市
、

民
間
、
学
生
な
ど
様
々
な
主

体
が
実
施
す
る
、
51
の
事
業

が
登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
広
島
県
福
山
市

　

里
山
里
地
の
荒
廃
が
進

ん
だ
福
山
市
で
は
、
農
地
、

森
林
所
有
者
、
農
林
業
者
だ

け
で
な
く
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
、
大
学
、
各
種
活
動

団
体
、
地
域
団
体
と
の
協

働
と
行
政
支
援
の
も
と
「
里

山
里
地
の
再
生
・
保
全
活
動

支
援
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
草
刈
、
枝
打
ち
な

ど
の
保
全
活
動
に
か
か
る

経
費
の
支
援
、「
里
山
里
地

協
力
隊
」
を
募
り
、
地
域
再

生
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

制
度
、
ま
た
都
市
部
の
人
々

と
の
交
流
促
進
や
イ
ベ
ン

ト
等
が
あ
り
ま
す
。

○
山
口
県
宇
部
市

　

宇
部
市
で
は
、
う
べ
ふ
る

さ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
事

業
と
し
て
、
各
種
体
験
ツ

ア
ー
「
う
べ
探
検
博
覧
会
」

や
、
夏
休
み
の
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
「
キ
ッ
ズ
う
べ
た

ん
」
が
あ
り
多
く
の
市
民
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

炭
鉱
ツ
ア
ー
等
産
業
観
光

バ
ス
ツ
ア
ー
も
人
気
で
、
当

事
者
し
か
知
ら
な
い
裏
話

な
ど
、
自
ら
の
体
験
を
織
り

交
ぜ
た
案
内
や
、
文
献
資

料
に
基
づ
く
豊
富
な
話
題

等
が
人
気
で
、
リ
ピ
―
タ
ー

が
続
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
農
水
産

物
、
市
内
で
加
工
し
た
製
品

を
「
う
べ
元
気
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
証
、
育
成
、
販

売
促
進
し
て
い
く
制
度
で
、

現
在
24
業
者
、
47
品
目
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
証
さ

れ
る
と
、
販
路
拡
大
の
た
め

の
展
示
会
出
展
や
広
告
宣

伝
費
補
助
、
機
械
器
具
等
の

整
備
費
補
助
が
受
け
ら
れ
、

食
品
な
ど
は
学
校
給
食
に

導
入
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
28
年

　

７
月
25
日
、
26
日

●
新
潟
県
新
潟
市
議
会

●
福
島
県
会
津
若
松
市
議
会

●
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項
の
調
査
に
つ
い
て

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
７

月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け

て
行
政
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。 

○
新
潟
県
新
潟
市
議
会

　

新
潟
市
議
会
の
「
新
潟
市

議
会
基
本
条
例
」
は
、
制
定

さ
れ
る
ま
で
に
平
成
21
年

７
月
の
検
討
会
設
置
か
ら

30
回
の
検
討
会
を
実
施
し
、

平
成
23
年
３
月
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。 

　

議
会
改
革
を
進
め
る
た

め
の
特
徴
的
な
運
営
で
は
、

「
新
潟
市
議
会
基
本
条
例
」

が
制
定
さ
れ
た
と
同
時
に
、

市
民
に
よ
り
身
近
で
開
か

れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た

め
、
改
革
に
取
り
組
む
推

進
組
織
と
し
て
、「
議
会
改

革
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

進
め
て
い
ま
す
。

 

○
福
島
県
会
津
若
松
市
議
会

　

会
津
若
松
市
議
会
の
「
会

津
若
松
市
議
会
基
本
条
例
」

は
、
条
例
を
策
定
す
る
際
の

委
員
会
に
、
市
民
委
員
を
公

募
、
延
べ
19
回
の
検
討
会
を

開
催
、
大
学
教
授
の
セ
ミ

ナ
ー
、
先
進
地
の
先
進
事
例

講
演
会
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
な
ど
を
実
施
し
、
平
成

20
年
６
月
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。 

　

特
徴
的
な
機
能
と
し
て
、

市
民
の
声
を
よ
り
聞
こ
え

る
よ
う
広
聴
機
能
を
組
み

込
ん
だ
、「
広
報
広
聴
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
意
見
交
換
会
は
、
地
区

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
の
意
見
交
換
会
と
業
種

や
団
体
別
ご
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

  

両
市
と
も
市
民
意
見
を
ど

れ
だ
け
施
策
に
反
映
で
き

る
か
、
市
民
の
負
託
に
ど
れ

だ
け
応
え
ら
れ
る
か
、
に
重

点
を
置
い
た
議
会
運
営
を

行
う
な
ど
、
議
員
の
積
極
的

な
取
組
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
市
の
議
会
運
営
の
中

に
お
い
て
も
、
視
察
事
例
も

含
め
さ
ら
に
調
査
、
研
究
し

反
映
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

期　
　
　

日

期　
　
　

日

視　

察　

先

視　

察　

先

研 

修 

内 

容

研 

修 

内 

容

うべ元気ブランド（宇部市）

中央市街地　ひろめ市場商店街（高知市）研修風景（新潟市）

里山里地事業（福山市）会津若松市役所

議会からの政策形成
（会津若松市議会編集）

研修風景（会津若松市）
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　市町村合併前は結婚相談所を設け、仲人に対し、
成功慰労金を支払う報償金制度や、（特に農業後継
者の結婚支援対策等として）農業委員会としての結
婚相談対策等が取り組まれていた。
　しかし、個人情報保護法が制定され、仲人として
登録された人に、市として個人情報を提供すること
が困難となり、一方で、民間での紹介所事業などが
出てきたことなどから、合併後にその制度は廃止。
　そのため、合併後、この 10年は市としては結婚
支援については、特別の取組みはしていなかった。

　さくら市では、平成 27年度に国の地方創生交付
金（137万１千円）を活用した「結婚トータルサポー
ト事業」により、平成 27年 12月 20日と平成 28年
2月 14日の 2回、婚活イベントを実施。男性参加
者は市内在住を条件とし、20代～ 40代の男女約 40
名が参加。2回とも11組のカップルが成立し、成
立割合は50％を超えた。
　開催に当たっては市内スポットを開催場所とし
て利用することで、参加者にさくら市の良さを実感
してもらうねらいも含めた。
　成立したカップルに対しアフターフォローなどが
現状では難しいことが課題であるが、あくまでも「出
会いの場」の提供、出会いサポートという側面を担っ
ていき、結婚支援、ひいては将来を担う子どもの数
を増やしていく。
　平成 28年度は交付金対象外であるが､ 昨年同様
2回の婚活イベントを予定している。
　全国でも同様の事業を展開しているが、さくら市
独自の事業となるか今後も注目していきたい。

議員が行った一般質問は、市政にどのように反映しているのでしょうか。
これまでの質問の中から取り上げて、その後の状況をお知らせします。

「地方創生～婚活（結婚支援）」について

ど
う
な
っ
た
ん
べ　

あ
の
質
問
は
…
？

検 証　どうなったんべ　あの質問は…？

「議会だより」の配置場所　ご自由にご覧ください

以 前 は … 現 在 は …

●さくら市役所本庁舎 ●氏家・喜連川保健センター  　●和い話い広場
●喜連川支所 ●さくら市ミュージアム  荒井寛方記念館 　●氏家福祉センター
●卯の里庁舎 ● eプラザ壱番館  　●喜連川社会福祉センター
●氏家・喜連川公民館 ●道の駅きつれがわ  　●氏家・上松山・喜連川児童センター
●氏家・喜連川体育館 ●市営もとゆ温泉  
●氏家・喜連川図書館 ●市営露天風呂  

　　　行政視察研修報告 広報委員会

●
平
成
28
年

　

８
月
1
日

●
栃
木
県
高
根
沢
町

●
本
会
議
で
の
動
画
配
信
に

つ
い
て

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
ま
で
の
一
連
の

作
業
及
び
議
会
広
報
誌
へ
の

動
画
視
聴
用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

の
作
成
方
法
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
は
、

グ
ー
グ
ル
社
の
運
営
す
る
世

界
最
大
の
動
画
共
有
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
動
画
の
投
稿
に
は

グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登

録
が
必
要
に
な
る
が
、
公
開

さ
れ
て
い
る
動
画
の
視
聴

は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

が
あ
れ
ば
誰
で
も
可
能
で
あ

り
、
動
画
の
投
稿
・
閲
覧
と

も
に
原
則
と
し
て
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
導
入
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く

個
人
で
の
所
有
率
が
高
い
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
視
聴
で

き
る
点
が
あ
り
、
ま
た
、
経

費
が
か
か
ら
な
い
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
24
時
間
続
け
て
作
業

し
た
と
し
て
も
、
一
般
質

問
者
９
人
と
し
て
約
５
日

を
要
す
る
こ
と
。
ま
た
動

画
配
信
作
業
は
パ
ソ
コ
ン

１
台
で
す
べ
て
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
め
、
効

率
が
悪
い
こ
と
で
す
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
配
信

は
他
の
ソ
フ
ト
を
使
用
し
な

い
限
り
不
可
能
で
す
。
ま

た
、
編
集
作
業
に
フ
リ
ー
ソ

フ
ト
を
使
用
す
る
た
め
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
問
題
が
あ

る
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

実
際
の
動
画
編
集
作
業
で

は
、
ほ
と
ん
ど
が
議
会
事
務

局
職
員
に
よ
る
作
業
と
な
る

こ
と
か
ら
、
使
用
す
る
パ
ソ

コ
ン
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
、
事
務

局
職
員
の
人
員
・
人
件
費
、

議
場
カ
メ
ラ
の
ア
ン
グ
ル
の

問
題
等
が
今
後
の
検
討
課
題

で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
９

月
度
定
例
会
の
一
般
質
問
で

試
作
し
、
問
題
点
を
改
善
し

な
が
ら
来
年
３
月
定
例
会
か

ら
の
本
格
導
入
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

期　
　
　

日

視　

察　

先

研 

修 

内 

容

行
政
視
察
研
修
報
告
書

議場録画システムの見学

研修風景

婚活イベントチラシ（平成 28 年度実施予定）
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さ
く
ら
市
に
住
ん
で
８
年
、
名
古

屋
出
身
の
私
に
と
っ
て
自
然
豊
か
で

田
園
風
景
広
が
る
さ
く
ら
市
は
毎
日

が
新
鮮
な
驚
き
と
感
動
で
し
た
。
風

に
な
び
く
麦
畑
、
空
が
広
く
月
が
大

き
い
、
蛙
の
合
唱
、
水
田
に
映
る
雲
、

稲
藁
の
巨
大
な
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
鷺

や
蛍
や
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
時
に
は
猛
禽

類
に
遭
遇
…
あ
げ
た
ら
き
り
が
な
い
。

店
も
多
く
駐
車
場
は
無
料
、
保
育
園

も
広
々
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
で

子
ど
も
達
が
の
び
の
び
育
っ
て
い
る

こ
と
は
宝
物
で
す
。
今
年
、
有
難
い

ご
縁
で
勝
山
に
植
物
と
ガ
ー
デ
ン
＆

手
作
り
雑
貨
の
店
を
開
店
。
手
作
り

体
験
や
苔
玉
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ

ア
作
り
も
楽
し
ん
で
頂
い
て
ま
す
。

お
客
様
か
ら
は
県
北
や
宇
都
宮
か
ら

も
来
や
す
い
中
間
点
の
さ
く
ら
市
は

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
い
い
ね
と
言

わ
れ
ま
す
。
自
然
豊
か
で
人
が
優
し

く
便
利
な
ナ
チ
ュ
ラ
ル
＆
カ
ン
ト

リ
ー
タ
ウ
ン
さ
く
ら
市
。
ま
だ
ま
だ

素
敵
な
カ
ン

ト
リ
ー
ラ
イ

フ
を
満
喫
し

た
い
で
す
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
は
宝
物
！

那
須　

美
輝
（
大
野
東
）

次回 12 月定例会予定
11月28日（月）～12月9日（金）

　＊正式な日程は、後日開催する議会運営委員会にて
　 決定しますのでご了承ください。

下記でもお知らせしています。

お知らせ
一般質問の自粛について

　永井議長・笹沼副議長は議会の円滑な進行のた
め、また、石岡議会運営委員長・鈴木監査委員は立
場上、議案・事業内容を細かく審議できるため、申
し合わせにより一般質問を自粛しています。

議員年金について
　地方議会議員年金制度は、昨今の厳しい年金財
政の状況を踏まえ、平成23年6月1日をもって廃止
されました。

政務活動費について
　さくら市議会に「政務活動費」はあり
ません。

編
集
後
記

編
集
後
記
―
―
―
―

　

日
本
美
術
院
が
主
催
運
営
す

る
日
本
画
の
公
募
展
「
第
71
回

春
の
院
展　

栃
木
展
」
が
さ
く

ら
市
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
荒
井
寛
方

記
念
館
で
10
月
1
日
〜
11
月
６

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
開
催
は
昨
年
に
続
き
２

回
目
で
、
日
本
を
代
表
す
る
院

展
の
公
募
展
が
荒
井
寛
方
の
縁

に
よ
り
同
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、

身
近
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
さ

く
ら
市
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
さ
く
ら
市
出
身
の
窪
井

裕
美
さ
ん
の
入
選
作
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

秋
深
ま
る
な
か
日
本
画
を
堪

能
し
て
み
て
は
。（
櫻
井
秀
美
）

さくら市ホームページ

さくら市公式フェイスブック

さくら市公式ツイッター

広報さくら

とちぎテレビデータ放送

RADIO BERRY（FM 栃木）

ワークショップ




